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変容する言語島・白峰村の方言

加藤和夫

加賀地方の言語の島

白山のiMi、白''１ｉ村の方Ei・は、加１１(地方の方Liの中でMi1UIjと災なる多くの1,1i徴を持ち、従米から

方言研究二ｌｆの'H'では、加fu(地方の剛`の勘（＝言語｣;i>）とⅡfばれ、注目されてきました。図，は,１，

本栄一郎氏による石川UiIの方首区iili図（図の右はその区分）ですが、ここでも白,,,ｉ村の方口は一つ

の方言区illiiとして特立されています。
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図１石川県の方言区画図

現在の白111F付は、村役｣坊のある字白１１１１と、少しlMlliれた字側１ｹの二つのⅡ&橘からなっていますが、

WillHlの力賊方筒との迷いは!'#に字白１１１ド（|日牛首）の方LiにMlWfです。したがって、木１１１１では以下、

字白１１１mの方箇を白１１１F方.Liと1161tぶことにします。

伝統的な白１１１１方薗の!'$i1l1iの中で!'#に注目されるのは、その古態性（古い111；代、1lliに''''１１:以|iiiの中

央iWIlのlUi存と弩えられるもの）と独自性（他の力Ｍ１(地方の方団にはない白１１１$方Lijl1時のもの）です。

これらの特徴は、かつての白１１１１が父jⅢ不|）uなl1llAlの地で他jい'iとの交流が少なかったこと、江戸時

代には天|i【i、つまりh＃府li1〔Iliillの地であったため、ljllfW1Ii（i二柵的に加１０(i柵1の方ご）の|i}’ｉＭＩｌを受け

にくかったこと、などによるものと思われます。中でも古態性については、隣の?i仙UILの、かつて

ﾄﾞ|Z境と１１fばれた五耐i山地方の方口に)１１じる将iﾂ|〔がいくつか見られます。同じ北陸地力の山|ⅡlIiLj山と

して、京llill方Ⅱiiから伝liliした古い'1ﾎﾟ代の中央,W1iがたまたま同じように残ったものと巷えられます。

従来折11111iされてきた、白Ｉｌｌｉ方口の古態性を示す画調１１:象の代表的なものには次のようなものがあ

ります。
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(1)「喜ぶ」「飲む」など、一部のバ行・マ行四段（五段）動詞の音便形が「喜んだ」「飲んだ」のよ

うな擬音便でなく、「喜うだ」「飲うだ」のようなウ音便となる。

(2)味の表現で「塩味が濃い．塩辛い」ことをショーファイ、ショーワイなどと言う。

(3)味の表現で「塩味が薄い」ことをアマイ、アーミャなどと言う。

(4)「地震」の意の古語「なゐ」に由来するナイやネー、「昨年」の意の古語にぞ」に由来するコ

ッゾなどが使われている。

(5)共通語の「つ」にあたる発音がトゥのように発音される。

また、白峰方言の独自性を示す言語事象の代表的なものには次のようなものがあります。

(6)自分のことをさす自称代名詞にギラが使われる。

(7)感謝の意の挨拶ことば「ありがとう」に当たるものとしてヨシタイ、ヨーシタイ（｢よくしたね」

の意）が使われる。

(8)別れの挨拶ことば「さようなら」にあたるノイノ（｢のう、のうぐねえ行こう>」の意）が使われる。

(9)虫や動物名の末尾にメを付け、イリメ（犬)、ヘンメ（蛇)、アリメ（蟻）などのように言う。

⑩形容詞がアーキャ（赤い)、サーピ（寒い）のように発音される。

(１１)加賀方言で「書いトル」（書いている)、「読んドル」（読んでいる）となるところが、誓いチョル、

読んジョルのように「～チョル・～ジョル」となる。

⑫文末詞「ね」にあたるものが「暑かったニャー」のように～ニャーとなる。

このほかにも、白峰方言の古態性、独自性を示す事象は少なくありませんが、これらの例だけで

も、白峰方言が他の加賀方言とはかなり異なった特徴をもつ方言であることがわかるでしょう。

変わる白峰の方言

ところで、全国の諸方言が共通語化を中心に大きく変容しつつある現在、白l峰方言もまた例外で

はありません。特に古い日本語の残存とも言える事象は確実に衰退しています。例えば、３０数年前

に岩井隆盛氏によって使用が確認されている「地震」の意のナイ、ネーは、最近の調査では理解語

(使わないが知っている語）としても全く確認できませんでした。この30年余りの間に白|峰方言か

ら完全に消え去ったようです。

以下では、先に紹介した白峰方言の古態性、独自性の中から、それぞれ２つの事象を取り上げ、

現在の白峰方言の実態を見てみたいと思います。図表ｌ～４は、金沢大学教育学部国語研究室が

1993年夏に白峰村（字白峰、字桑島）で行った調査（筆者と学生17名が参加）のうち、字白峰の結

果を示したものです。図表中、左の欄が話者の世代、右側の２つの欄の丸で囲んだ数字が男女別の

話者の通し番号です。１０歳代の中学生から90歳代まで計58名、世代による人数（男女別の人数も）

の偏りはありますが、白峰方言が現在どのように変わりつつあるかがよくわかります。

図表１は先の(1)の事象に関するものです。文献国語史では中世まで中央語（京都語）で使われて

いたとされるバ行・マ行四段動詞のウ音便は、西日本方言では中国・四国地方の一部と九州・沖縄

地方の広い範囲で確認されていますが、北陸地方では、石川の白峰と奥能登、富山の五箇山のみに

確認されるものです。図表からはウ音便のヨロコーダ、ヨロコダが意外に根強く50歳代以上で今も

使用されていることがわかります。一方、共通語や他の加賀方言の影響を受け40歳代以下ではヨロ

コンダに変化しています。

図表２は(2)の事象に関するものです。白峰方言で聞かれるショーファイ、ショーワイは、ポルト

ガル人宣教師たちによる中世末期の日本語（京都語）の記録である『日葡辞書』（1603年刊）に

｢シヲハユイ塩辛いこと、塩味がすること」とあるシヲハユイに由来するものと考えられます。
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福井県謝北地方から石川県加１１１１地方、そして岱山!iL西部地方で広く使われる北陸共通語とも言え

るクドイが全世代に使われている中、ショーファイ、ショーワイもクドイとの併用という形で、や

はり50歳代以上でまだ使用されていることがわかります。シオカライ、ショッパイといった共辿語

的表現はまだほとんど白11111には入り込んでいません。ショーファイ、ショーワイにしても、加賀方

言の彫蝉を受けて新しく使われ始めたクドイにしても、シオカライやショッパイにぴったりIiTきか

えられない、どこか少し述う味、そんな気持ちがあるための結果だと思われます。

図表１喜んだ図表２塩辛い
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図衣３は(6)の'１１:采にllLlするものです。「私」のことをギラと薗う何とも不１Ｍ(iな,』い方は、全国

的にもきわめて珍しいものです。Ｗｊ１ｉｌｌｌｉもよくわかっていません。「ギラの［I4EII11F」というキャッチ

フレーズがIiliわれることがあるほど、白II1iの人たち自身が白１１１F方団の采徴のように感じている薗襲

でもあります。そのせいか、ギラはｿ)性を中心に今もよく使われており、中学生ではギラから発育

が変化したギャーという形も|H1かれます。ギラ、ギャーは今しばらくはり)性を[''心に白11116方Eiを象

1M【するものとして受け緋がれていくと思われます。ただ、その青jli仙郷きが女性に好まれないため

か、２０岐代以下の女性ではギラは|Ａｌかれませんでした。

図衣４は(mのllF象に|HIするものです。「～ている」にあたる～チョルは中匝１.四[i<|地方のilLiから

九州地方にかけて広く分ｲljしますが、北陸地方では白'１１術とＴｌ仙の五iliii山だけに１１１１かれるものです。

白１１１ﾎﾞでは、２０iMii代以下でこそljⅡ！'(方Ｌｉ化した～トルがIiliわれているものの、３０波代以上ではｿ)女と

もに今も～チョルをよく111っていることがわかります。今しばらくは白ll1li1方薗の特iIM(の一つとして

使われ続けることでしょう。
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図表３私く自称代名詞〉 図表４（花が）散っている
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白峰方言嘘来
以上、白峰方言の特徴的な事象のごく－部について、その変化の実態をご紹介しました。今回の

調査結果全体を見渡した場合には、先に述べたとおり、全国の多くの方言が共通語化を中心に大き

く変容しつつある中で、白峰方言もまた例外でないことがわかりました。ただ、同時に、最近調査

を進めている石川県内数か所の方言に比べて、白峰方言がむしろその特徴を比較的よく残している

こともわかりました。このことは、白峰の人たちが、自分たちの方言の特徴を強く意識し、村内で

の生活のことばとしての白峰方言に愛着を感じ始めていることと無関係ではないと思われます。近

年、様々な形で方言が再評価されるようになりましたが、研究者が消えゆく伝統的方言の記録の重

要性を強く意識しているのとはまた違った意味で、地域社会の人たちが自分たちの生活のことばで

ある方言に次第に目を向け始めていることは歓迎すべき傾向だと考えています。

白|峰村では昨年から、２０代・３０代の若い人たちを中心に、北陸地方では唯一の方言イベントがス

タートしました。ことば、特に音声のみの方言は－度消えたら復活することはまず無理ですが、こ

のイベントを契機に、白峰村の人たちの生活にとって大切なことば、必要なことばは、これからも

できるだけ長く受け継がれていってほしいものだと思います。

＜金沢大学教育学部＞
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